指数関数ポテンシャルをもつバネで繋がれた一次元N粒子系 : 逆スペクトル法による一般解(2) by 山崎, 進
Title指数関数ポテンシャルをもつバネで繋がれた一次元N粒子系 : 逆スペクトル法による一般解(2)
Author(s)山崎, 進



















































と変換 され るので, (5･2)から
-2e2NαPk)ニーPk(KPk),
が得 られ るハ 従 って
KPk- ±甲2N_k.1,(k- 1,.･･,N)
即ち























































● ● ● ●
P;,･ - ._P;j- 3 = P2j- 1 P2, - 3
P;上 1 P;,･-3 P2,-I P2ノー 3
>書き換えられるが, (6･6)によりこれは
● ●





に同等となる｡ 等式 (6･7a)の証明を補遺(3)に与えるn次に (6･7a)を積分すれば,
p;Jl-1( I )- C 2j-1･e2j{oT ･p2) - 1(T)･ (6･7b)
が得 られ る∩ 積分定数 C2十 1は lo に放らない (補遺 4)ので, (6･7b)において {O




とな る∩これ らを老虞すれば (4･14a)を確 かめることは容易である,､
(6･8)
埼玉大学において研究を続けるにあた り,伊藤大介先生には筆者の種 々勝手な要望に
快 く応 じて頂 きました∩ あっ くお礼申し 上げます∩





より,二つの多項式 det(〟E2N1272N )とdet(pE2N+C2f2N )とは総ての零点 を共有し,










det ( (〝2㌢ ㌦ ) (〟2E:lN))
と変形 され.従 って (5･1)が成 りたつ∩
補遺2), (6･6)式の導出(

















































o≦長与)-1d乙+kXk十1-d)･i (a - 1,･･･])
及び
｡≦息Ild二言←1-d,'･乙 , ( ′′ )
を考えると, (6･7C)は
xて- x] + jEo ,ノ
と書かれ る∩ そこで､
x;･1- k≦ ∠与 ノ ーl lC l十 ㌔ ,lIk･x ∠+1 -,C,-k( - { 0 什





を以下に示そ うn k-.)-1の とき,明 らかに (6･12)は (6･7d)に一致するo
まず次の (L l)～(L.3)が成 りたっo
(L.1),
.≦㌘≦十 1);'q∠cq･L･qCm-








i-1C p(- EOP･d∠1 ･乙7 ,m
- i
ただし. a, /≧1とし.












1≦k萱 乙_1 d詔 l.kll'dl+乙一.,∠十乙11dz+乙1.
∑
.≦p≦ Z- 1 i-1Cpト Eof ･d2 +L117
(6･15)
ただし, i, Z≧1とし, i - 1のとき(6･15)左辺は第二項のみとするo
(L.1)の証明, /Vこ関する帰納法による.,i-()及び / - 1の各場合に (6･13)を確
かめることは容易であるO /(≧1)のときに (6･13)を仮定 し,/+1の場合を証明
しようo
1)i+1+ql +1Cq･L +qCm
-｡≦誌 Z'-1,Z'q c ･l q i.qCJ ._<5≦上 1)Z'qzcqll･L.qCm十L.l十1cm
∑ (-1)Z'q c ･ C - C ,
0≦q≦Z i q 乙 十q十1 m 乙+/+1 7n
.･<q! l.1(
であるが,
右辺第2項ニー.≦ q喜l十 1'∠'q+1zc q･L ･ q ･1cm






･17b)- 0 がわかる∩ 次に Z十 1≦7L≦(/+1)+乙とすると /≦7Ll1≦/+i ,従 って
(6･13a)により(6･17a)- 乙cm-(/.1) となるo QIE･D･
(L.2)の証明, qに代えて
p- /-q,
を用いて (6･13)を書き直 し,さらに 乙,/,mを改めて 乙-1･/-1.7n-1と表わせば(
L.1)は
._<pを Z十 1デC･ cl~lp l~2+乙~P m~1
-8-
仁 1 cm_i:/≦7n≦/-1+a (6･18a)
0 ;1≦m≦ /-1, (6･18b)
指数関数ポテンシャル をもつバネで繋がれた一次元N,粒子系
と書ける∩ -方.
(6･14)左辺- p.≦p吾Ill .･..I-ど.:,-I -∫.I.･.,.".･rJll'~I'-/'～
-plo≦p与11(-1)P1-Cp･l-2･8-PC--1I･{乙-+i-1







l≦ふ -2局 ∠-1i-1Cp仁 Eo)P･dl･8-1-p,車
o≦p享 l-1∠-.Cp'-Eo'P il≦ょ -2dl･LlllP･mdmI(6･19a)
が得られる∩ ここで第二式より第三式への変形に (L.2)を利用 したO -方, (6･5b)
により










l≦n≦Z+汁 pdl+小 p,m m
｡≦p!l_ 1 ～-1Cp(-Eo)Pd上之- p ,














1≦ 長与乙 _ 1 dL,k･dl十kl +da.L･dl.a-1,
であるが, (6･5a)よ り
d - dl+i-1.i+i-1二- P ,a,a
従 って (L.3)に より












1≦ た2_<工 di詔 … 十kl 'd(,十1).a1.,0､1).ill･d佃 )+all
であり,再び (L.3)を用いると
=二 ∑
o≦ p<_ j j C p( - Eo)P･d/)+a-P
とな る′, (6･21 ), (6･22 ) よ り
1≦ 亨≦ ｣ ._<p雲 z l ll lCp(骨 P dz'･2-.-P I xl




左辺- l≦覧 , i .1謹 l小 1C∠- 1-k(-I.,… ･d:･ki ･Xl
_/1_1
." I _ 1 a :十k





となる∩ 従 って (6･23)紘
∑









竜 .nc2,-1 i l(空挺 -2,TP;,-i)
p;,1-1 1≦与≦, de t Q(a ;, ･･･,a;- ., ( k- 1 )dL- .,
dk/+ 1･ ･･.,dj/ ) , (6･24)
である｡ここで,









を示そう:)いま, A- (d:,a;,･･･,d,I)の (i-,k)要素
aa,k - a:.k-1I
の余因子をAL,kで表わせば,








- 2蓋 ≦,(k-1)(lSE≦jai,k-1A乙 .k)I2真≦,'i-1)(1≦与<_jag- 1,kAi,k)
となるが,
1≦kjaL,kllA"k(1≦差声 kAiJ)
はAの第 k列 (第 乙行 )を k-1列 (i-1行 )で置き換えてできる行列式なので, 0に等
しい∩ Q.E.D.
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